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論文掲載  

【本研究成果のポイント】 

●細胞
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【背景】 

 細胞周期の進行にブレーキをかけ、細胞増殖を抑制する重要なタンパク質として

p53 が知られています。p53 はその機能から、がん抑制因子としても働きます。一方

で、p53 と同等レベルで細胞増殖を抑制する機能をもつタンパク質は未発見でした。

細胞周期の制御に異常をきたすと様々ながんの発症に繋がります。その中でも膠芽腫

は、脳腫瘍として知られる中枢神経原発悪性腫瘍のうちで
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